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連合群馬は２月２６日（土）・２７（日）の２日間、各地協

の協力を得て、県下１２会場で県下一斉の「地域なんでも労働

相談会」を開催しました。今回は４回目の相談会となり、２日

間で１５件の相談を受付けました。

今回の相談の特徴としては、面談１５件中１０件が５０歳以

上の相談者であり、中高年齢者のおかれた雇用環境が依然とし

て厳しいことを反映する結果となりました。

相談内容では「雇い止めによる労働契約の打ち切り」「賃金

の３０％カット」など、生活に関わる深刻な相談が寄せられま

した。相談者からは、相談した結果「雇い止めされても泣き寝

入りするしかないと思っていたが、解決の道筋が見えた。」等

の言葉がありました。

今後も相談者からの内容を真剣に受け止め、問題解決に向け

て管轄の労働基準監督署に同行するなど具体的な行動を行って

いきます。

連合群馬は、労働組合がな

い職場で働く人やパート・派

遣労働者を支援するため「な

んでも労働相談ダイヤル」

を常設しています。

例年２月は年度末を控え、解雇や退職強要など労働相談が最

も多くなる時期でもあります。

地域での相談会が始まってから年々相談件数は増加し、０２

年２月が３１件、０３年３８件、０４年は６９件、そして今年

については面談１５件にダイヤル相談を合わせ合計７８件の相

談を受付けました。

依然として厳しい雇用・経済環境を反映し、苦悩している勤

労県民の実態を表しているものと思われます。

労働相談対応のスキルアップを目的に１月２９日（土）前橋

マーキュリーホテルにおいて、地協役員や労働相談アドバイザ

ー・労働政策委員など１０６名が参加する中で、労働相談研修

会を開催しました。

清村事務局長より「まずは相談者の立場にたってどんな問題

を抱えているか、耳を傾けることが重要…」など相談にあたっ

ての心構えを説明し、続いて小山副事務局長から「2004年

の相談の傾向」「労働相談の事例報告」を説明しました。そし

て、最後に参加者それぞれが相談する側と受ける側に分かれて

模擬相談を行うなど実践的な研修を行いました。
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